
地域連携推進会議 
里山の家 見学会報告書 

 
・日時：令和 8 年 9 月 11 日（金） 10：00〜10:30 
・場所：障害者支援施設 里山の家 
・出席者 
構成員：S 様（利用者） 
    K 様（利用者家人） 
    T 様（地域の関係者）※やむ得ない理由の為に欠席 
    S 様（福祉に知見がある人） 
    K 様（経営に知見がある人） 
    K 様（⻄尾市役所障害福祉課） 
    I（里山の家管理者） O（里山の家職員） 
 
 
【見学のポイント・実施内容】  
見学に際しては、生活環境から安全面まで多角的に確認を行いました。特に本年度は、新
たに開設した日中作業場所を含めた活動環境の視察に重点を置きました。 
 
構成：施設の設備説明および男女構成の解説  
活動環境：令和 8 年 4 月にオープンした新たな日中作業場所「虹の丘」を見学コースに追
加。新しい作業設備や、利用者の日中活動の様子について説明  
居住環境：共有設備の見学に加え、利用者の許可を得た個室の内部確認 
生活支援：食事提供の状況説明および利用者との交流  
安全管理：防災への取り組みおよびスプリンクラーの設置状況の説明 
 
【見学の所感】  
・本年度は、令和 8 年 4 月にオープンしたばかりの「虹の丘」を見学コースに組み込ん
だ。新しい環境で生き生きと活動される利用者さんの様子や充実した設備を構成員の方々
に直接見ていただくことができ、当施設の新たな取り組みをアピールする大変良い機会と
なった。  
・昨年度の反省を活かし、今回は事前に「会議資料」を用意して見学を実施した。見学中
の疑問を書き留めていただき、会議の中でじっくりと時間を取って回答/解説を行ったこと
で、立ち話での説明にならず、より深く丁寧な情報共有ができたと感じる。  
・昨年度と同様、会議前に見学をしていただいたことで、その後の資料説明が想像しやす
くなり、スムーズな会議進行に繋がった。また、構成員さんと利用者さん、現場スタッフ



との間で自然な会話が生まれ、日々の支援に対する考え方や現場の温かい雰囲気を共有で
きたことは引き続き大きな成果であった。 
・地域連携推進会議の開催義務化から 2 年目（令和 8 年度）を迎え、昨年度の試行錯誤か
ら洗い出した改善点をしっかりと実行に移すことができた。今回得られた新たな気づきや
構成員からのご意見も真摯に受け止め、来年度以降のより良い会議運営と支援の質向上に
活かしていきたい。 
 


